
組織の方針

Ａ 組織の方針(使命) B 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段）

組織の基本方針又は使命
組織の課題のうち今年度取り組むも
のを優先順に

どのようなニーズに基づくのか
どのような成果を目指すのか

重点目標項目を実現するため行う活動や手段

1．収納率の向上 ・水道料金負担の公平性確保のため、効率的な手法
による収納率向上を図り、市民により良いサービスを
提供する。

・現在、①督促②催告③滞納整理④停水予告⑤停
水の順序で実施している滞納整理について、高額
未納者の減少に伴い、今後③の行程を除いた停水
パターンが実行可能となるよう検討する。

2．中期経営計画の策定 ・京田辺市水道ビジョン（15か年事業計画）の最初の5
か年実行計画（Ｈ25～Ｈ29）を更新し、次の5か年実
行計画（Ｈ30～Ｈ34）として、中期経営計画の改定業
務を行う。

・策定作業として、施策進捗状況、水需要予測、施策
内容の適宜見直し、施設整備の概略、投資計画、財
政計画などの検討を行い、次の5年間の中期経営計
画として整理する。

3．下水道事業の地方公営企業法全部
適用

・下水道事業の公営企業化、管理者の名称変更に伴
う関係例規の整備を行う。

・例規改正作業を委託業者に依頼し、関係例規の洗
い出し・改正案の提示を行った上で、関係課と調整を
図りながら確認・修正作業を進め、10月を目途に完成
し、12月議会議決を経て30年4月に施行する。

4．老朽設備や老朽管の更新 ・管路の老朽化による漏水、破損事故を防止するため
更新周期に基づいて更新事業を進める。

・以下の工事を実施する。

　・松井ケ丘地区配水管改良工事（第7工区）
　　延長1,576m
　・松井ケ丘地区配水管改良工事（第9工区）
　　延長1,424m
　・打田地区送配水管改良工事
　　延長430m

今年度の目標設定

○上水道事業

　市民の衛生的かつ快適なくらしを支え
るため、安心して飲める水を将来にわ
たって途切れなく送りつづける。

平成２９年度

上下水道部 組織目標設定シート
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5．施設や管路の耐震化 ・管路の耐震化率を向上させるため、布設替え工事等
により平成39年度末で耐震化率25％を目指す。

・昨年度策定した基幹管路耐震化計画の結果を基に
優先度の高い箇所の詳細設計業務を発注する。

6．効率的な資産管理 ・市のまちづくりの動向に基づき、適時給水区域の見
直しを行う。

・現況給水区域の図面を整備する。

7．施設や管路の耐震化（水道ビジョン
実施方策・重点施策）

・大規模地震災害時でも水道水を送りつづけられる地
震に強い水道を構築する。

・黒岩配水池詳細耐震診断業務委託を行う。
・大住高区・低区配水池耐震化に伴う水運用検討業
務委託を行う。

1．公共下水道管路施設の長寿命化 ・公共下水道管路施設長寿命化計画に基づき、予防
保全事業を行う。

・松井ケ丘地区において、設計及び長寿命化工事を
行う。

2．下水道事業の地方公営企業法全部
適用

・平成30年4月の公共下水道事業及び農業集落排水
事業への地方公営企業法の全部適用に向け、移行
事務を進める。

・資産評価及び調査を実施する。
・新企業会計システムを導入する。
・平成30年度予算（財務諸表）を調製する。
・出納及び収納取扱金融機関の指定を行う。
・組織改正に伴う円滑な事務の引き継ぎを行う。

○下水道事業

　公共下水道や農業集落排水施設の整
備により市民の生活環境の向上と公共
用水域の水質保全を図る。
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